
 

 

 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

 コロナ禍のため、2020 年から対面での「キッズフェスティバル」が実現していませ

んが、2023 年 4 月 29 日（祝・土）に対面で行う予定です。 

子どもたちの元気な笑顔に会えるのを楽しみにしています。なお、実行委員会では、 

今年の秋頃から準備を始めます。どうぞご協力下さい！         

 わくわくさんび  ♪ ヨナは預言者
よげんしゃ

 山崎てつや  作詞・作曲 

プレイズワールド／いのちのことば社 

 

右
みぎ

の QR コードから 

You Tube に 

アクセスして 

一緒
いっしょ

にうたってね！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【編集後記】 

「キッズフェスティバルからの手紙 No.2」をお届けします。夏

休みに子どもたちと「ヨナのお話」や「せいしょクイズ」を楽し

んでいただけると嬉しいです。大人の方には、ぜひ最終ページの

「教会につながる皆さんへ」をご一読いただき、教会や子どもた

ちの未来について、一緒に考えることができますようにと祈って

います。「ヨナ」のお話をご執筆くださった京都教区藤原健久司

祭に心から感謝いたします。クイズは、芦屋聖マルコ教会の方々

が作成してくださいました。 

 

【企画・発行】 

大阪教区宣教局生涯学習委員会委員長：司祭ジョイ千松清美、 

キッズフェスティバル実行委員会 

【お問合せ】 

斎藤みち（子どもプロジェクト担当／石橋聖トマス教会信徒） 

 

 

 

教会につながる皆さんへ  

子どもたちにとって、キリスト教教育はいかに大切か  

どうぞ 信仰の継承について ご一緒にお考えください 
 

「子供たちをわたしのところに来させなさい。妨げてはならない。神の国はこのような者た

ちのものである。」（ルカ 18：16）と聖書には記されています。教会は、イエスさまに倣って子

どもたちを受けとめ、子どもたちが将来に向かって成長していく手助けをする必要がありま

す。キリスト教信仰を子どもたちに伝えることは、神さまから私たち大人に託された大切な働

きであり、教会が果たすべき責任であると言えます。 

では、なぜキリスト教を子どもたちに伝える必要があるのでしょうか？ 

それは、「私たち一人ひとりがかけがえのない存在として、神さまからいのちを与えられ、

神さまの恵みのもとに生かされている」というメッセージを、人生を歩み始めた若い年齢で

知ってほしいからです。子どもたちが「神さまの愛と恵み」のもとで育てられることで、自分自

身が大切な存在であると受け入れ、喜びと感謝をもって、これからの長い人生に立ち向かっ

ていってほしいからです。子どもたちが生きるための基礎を培い、共に生きる社会と平和な

世界をつくる人間として育つためには、イエスさまを通して、目に見えない存在である神さま

を身近に感じることが重要です。感謝の祈り、友だちや他の人びとを思う祈り、仲直りや赦し

を求める祈りなどは、子どもたちの心に安定や喜びを与え、イエスさまと共に毎日を歩もうと

いう勇気を芽生えさせます。 

先ずは、私たち大人が、神さまによって受け入れられていることを実感し、喜びと感謝を持

って生き、「神さまに支えられた生き方」を示さなければなりません。教会で私たち大人が、

子どもたちと共に祈り、賛美し、礼拝を守り、聖書に親しむことによって、子どもたちの中に神

さまへの信頼感と、イエスさまと共に歩む力が養われるのです。それが、「心を尽くし、魂を尽

くし、力を尽くして主を愛する者として生きること、また自分自身を愛するように隣人を愛する

こと」を願っておられる神さまへの信仰につながるのです。 （キッズフェスティバル実行委員会） 

参考：「新キリスト教保育指針」 社団法人キリスト教保育連盟 

 

 

 


